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アジャイル開発/イテレーションを応⽤した科⽬開発

<PhaseⅠ>
コア要素開発
(科⽬のコアとなる
要素を優先して開発
し，それを教員研修
や現⾏科⽬内での部
分的な試⾏としてリ
リース)

<PhaseⅡ>
シラバス開発
(1つの科⽬として，
内容構成，教材等を
開発し，シラバスと
してリリース)

<PhaseⅢ>
科⽬開発
(内容構成，教材等
を改善して教育課程
に実装し，科⽬とし
てリリース)

<PhaseⅣ>
普及版開発
(実践の成果と課題
を踏まえて，全国へ
の普及版をリリー
ス)

PhaseⅠの
成果を報告会で
リリース

PhaseⅡの
成果を報告会で
リリース

PhaseⅢの
成果を報告会で
リリース

PhaseⅣの
成果を報告会で
リリース

機能A

実装

設計

企画

テスト

機能B

実装

設計

企画

テスト

機能C

実装

設計

企画

テスト

機能D

実装

設計

企画

テスト1つの開発サイクル
↓

イテレーション
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①先導的・⾰新的な
教員養成プログラム・教職科⽬の研究・開発
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開発プロジェクト全体像
スタンダード開発スタンダードに基づいて，各

科⽬群に必要な要件を定義。

科⽬群チーム
Ex.学習観転換T. etc

科⽬別スクラム

科⽬別スクラム

科⽬群チーム
Ex.EdTech T. etc

科⽬別スクラム

科⽬別スクラム

科⽬群チーム
Ex. Inclusive T. etc

科⽬別スクラム

科⽬別スクラム

チーム間連携

グランドデザインに基
づく評価・調整・修正

外部機関連携によ
るダブルループ化

ステークホルダーと
して外部機関連携

各科⽬をアジャイル開発
機能A

実装

設計

企画

テスト

機能B

実装

設計

企画

テスト

機能C

実装

設計

企画

テスト

機能D

実装

設計

企画

テスト

各科⽬をアジャイル開発
機能A

実装

設計

企画

テスト

機能B

実装

設計

企画

テスト

機能C

実装

設計

企画

テスト

機能D

実装

設計

企画

テスト

各科⽬をアジャイル開発
機能A

実装

設計

企画

テスト

機能B

実装

設計

企画

テスト

機能C

実装

設計

企画

テスト

機能D

実装

設計

企画

テスト
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先端教職課程カリキュラム開発センター（C-TEX）
2022.4.〜 （事務組織︓学務課、⼤学改⾰・広報室）

教員養成・研修⾼度化センター（CReATE）
2018.4.〜 （事務組織︓教員養成・研修企画室）
教員養成・研修⾼度化センター（CReATE）
2018.4.〜 （事務組織︓教員養成・研修企画室）

兵庫教育⼤学教員養成フラッグシップ⼤学
コンソーシアム

2022.4.〜（事務局はC-TEX）

兵庫教育⼤学教員養成フラッグシップ⼤学
コンソーシアム

2022.4.〜（事務局はC-TEX）

先端教職科目
研究開発ラボ 2022.4〜
先端教職科目
研究開発ラボ 2022.4〜

教職課程改善システム
研究開発ラボ 2022.4〜
教職課程改善システム
研究開発ラボ 2022.4〜

教員養成・研修
デザインコア 2022.4〜
教員養成・研修
デザインコア 2022.4〜

Center for Research in 
Advanced Teacher Education

先端教職科⽬研究開発ラボ

• 教員養成スタンダード開発チーム

• 学習観転換科⽬開発チーム

• 連携協働科⽬開発チーム

• STEAM教育開発チーム

• データサイエンスチーム

• EdTechチーム

• インクルーシブ教育チーム

• デジタル教科書チーム

• ⼤学・附属共同研究チーム

• 教職⼤学院共通基礎科⽬開発チーム

教職課程改善システム研究開発ラボ

• FDデザインチーム

• 社会的インパクト評価ツール開発チーム

• 教員養成ネットワーク構築チーム

令和4年度概算要求組織改⾰分
多機関連携による「先端教職課程カリキュラム開発センター」の設置

令和４年度国⽴⼤学改⾰・研究基盤強化推進補助⾦ （国⽴⼤学経営改⾰促進事業）
⺠間企業等との連携による⾃律した学習者を育てる教師の養成プラットフォームの構築
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• 本学では，2011年より，教員養成の質保証の観点から教員養成スタン
ダードを策定し，運⽤を開始。⼀定の成果。

• 2022年，教員養成フラッグシップ⼤学に採択。
• 「令和の⽇本型学校教育」を担う教師のあり⽅検討特別部会による教師に求められる

資質・能⼒の再整理
• 変化の激しい社会の中で新しい教育を創造するため，「常に学び続ける教師」の重要

性がこれまで以上に重要に

継続的に専⾨性を⾼め続ける教師
(Continuing Professional Development: CPD)

スタンダード⾒直しの視点
①-1 新・兵庫教育⼤学教員養成スタンダードの策定



教職基盤に基づいて構成

教職基盤作成の
プロセス

「令和の⽇本型学校教
育」教師に求められる

資質能⼒の再整理
から概念を抽出

抽出した概念を
整理・統合・追加し
教職基盤１８＋Sp

を確定

縦軸＝常に働かせる教
職基盤）と

横軸＝場⾯や状況に応
じて働かせる教職基盤

に分けて配置
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⼦供理解

05-児童⽣徒の発達、学習の理解

教師としての基本的素養

01-豊かな⼈間性、⼈権意識
02-教職の意義と関係法規、学習指導要

領、教育改⾰の動向等
03-学校の組織マネジメントと働き⽅

多様な関わりを構築し活かす⼒

04-連携・協働、コミュニケーション、
ファシリテーション

特別な配慮や⽀援を
必要とする⼦供への対応

06-ダイバーシティとインクルー
ジョンの教育

ICTや情報・教育データの利活⽤等 11-EdTech，ICTの利活⽤ 12-情報教育(含プログラミング教育，情報モラル・セキュリティ教育) 13-教育データの活⽤

児童・⽣徒の理解に基づく学級経営・⽣徒指導 14-⽣徒指導・⽣活指導 15-学級経営，特別活動 16-教育相談 17-キャリア教育 18-防災教育，学校安全

教科等の学習指導
07-学習観・授業観の転換、08-教科等の専⾨性と教材研究⼒、09-学習者中⼼の授業設計・実践・評価・改善、10-カリキュラムの開発・実施・評価 Sp-STEAM教育

縦軸=常に働かせる教職基盤

横
軸=

場
⾯
や
状
況
に
応
じ
て
働
か
せ
る
教
職
基
盤

教職基盤を働かせているイメージ



新・スタンダード構造図

本学=STEAM教育
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①-2 特例教職科⽬として開設予定の科⽬
科⽬名 単位 授業⽅法 学年
⼦どもの安全と学校組織 2 講演 1
教師の連携・協働と学校経営 2 講演 3
多機関連携と学校防災 2 講演 3
インクルーシブ教育基礎論 2 講演 2
インクルーシブ教育実践論 2 講演 2
学習科学と授業のリデザイン 2 講演 2
ラーニング・ファシリテーションの理論と実践 2 講演 2
デジタル学習環境と情報活⽤ 1 講演 1
⼩学校プログラミング教育教材論＊ 1 講演 2
情報モラル・セキュリティ教育論 1 講演 2
教育データサイエンス 2 講演 1
STEAM教育概論 1 講義 2
STEAM教育演習 2 演習 2

教師の連携・協働

インクルージョン

学習観、授業観の転換

EdTech

教育データサイエンス
STEAM教育

22単位
＊︓中⾼免には適⽤せず
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機能A

実装

設計

企画

テスト

機能B

実装

設計

企画

テスト

機能C

実装

設計

企画

テスト

機能D

実装

設計

企画

テスト

<Phase Ⅰ>
コア要素開発

<Phase Ⅱ>
シラバス開発

<Phase Ⅲ>
科⽬開発

<Phase Ⅳ>
普及版開発

⺠間企業等と連携したアジャイル型教職科⽬開発

LITALICOLITALICO

intelintel

GoogleGoogle 東京書籍東京書籍

錦城護謨錦城護謨

MM総研MM総研

ダイワボウ
情報システム
ダイワボウ

情報システム

アワーズアワーズ

インクルーシブ教育

教育データサイエンス

EdTech活用

他機関との連携・協働

STEAM教育 錦城護謨錦城護謨

キャリアリンクキャリアリンク

大学と企業との
連携コーディネー
ト。連携協定につ
いてもコーディ
ネート。
（クロアポ）

学習観転換 アワーズアワーズ

社
会
に
開
か
れ
た
教
職
課
程
の
実
現

STEAM教育演習の場合
intelと連携して STEAM Lab設置

教職課程における
STEAM教育実践
に関する実証研究
開始

→STEAM教育のテーマ設定
と探究プロセスモデル開発

総合的／社会
的なテーマ

総合的／社会
的なテーマ

SS

T
E
T
E AA

MM

→STEAM教育演習のシラバス開発へ
共感、定義 第１回授業ゲストティーチャー 錦城護謨

企業からのリアルプロジェクト依頼

創造、プロトタイピング１ 企業へのプレゼン

プロトタイピング２ 企業へのプレゼン

省察

※知財管理については、
知財コーディネーターが担当する。
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教育データサイエンス
• Phase Ⅰ コア要素の開発
• Phase Ⅱ シラバス開発
• Phase Ⅲ     試⾏的実践

育成したい資質・能⼒の策定
教育データサイエンス特別セミナーの

試⾏的実践
シラバス開発
2022年前期「AI・データサイエンス

基礎」の実践
2022年後期「教育データサイエン

ス」の実践

MM総研との連携
シラバス検討へのアドバイス
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EdTech
• Phase Ⅰ コア要素の開発
• Phase Ⅱ シラバス開発
• Phase Ⅲ     試⾏的実践

教職員対象のChromebook+
GWSハンズオン

教職キャリアセンター主催の
キャリアアップ講習にて，

「デジタル学習環境と情報活⽤」
のコア要素を試⾏的に実施。

教職キャリアセンター主催のキ
ャリアアップ講習にて，「⼩学
校プログラミング教育教材論」
のコア要素を試⾏的に実施予定
(1⽉)

Googleとの連携
ハンズオン研修

新設したStudio GIGA 302

ダイワボウ情報システムとの連携
Chromebookの整備(⼤学/附属)
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• Phase Ⅰ コア要素の開発
• Phase Ⅱ シラバス開発
• Phase Ⅲ     試⾏的実践

「総合的な学習の時間の理論と実践」の⼀部で「STEAM教育概論」のコア要素を試⾏的に実施。
「教養ゼミ」の⼀部で，「STEAM教育演習」を試⾏的に実施

STEAM教育
Intel，ダイワボウ情報システムとの連携

STEAM Labの整備(⼤学/附属⼩中)
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科⽬名 単位 授業⽅法 学年 連携企業等 Phase
⼦どもの安全と学校組織 2 講演 1

アワーズ、
本郷さくら総合法律事務所

Ⅱ
教師の連携・協働と学校経営 2 講演 3 Ⅱ
多機関連携と学校防災 2 講演 3 Ⅱ
インクルーシブ教育基礎論 2 講演 2

LITALICO、錦城護謨
Ⅱ

インクルーシブ教育実践論 2 講演 2 Ⅱ
学習科学と授業のリデザイン 2 講演 2

アワーズ
Ⅱ

ラーニング・ファシリテーションの理論と実践 2 講演 2 Ⅱ
デジタル学習環境と情報活⽤ 1 講演 1

MM総研、Google、
ダイワボウ情報システム、

東京書籍、神⼾新聞社

Ⅱ
⼩学校プログラミング教育教材論＊ 1 講演 2 Ⅱ
情報モラル・セキュリティ教育論 1 講演 2 Ⅱ

教育データサイエンス 2 講演 1
MM総研、Google、

ダイワボウ情報システム、
東京書籍

Ⅲ

STEAM教育概論 1 講義 2 intel、
ダイワボウ情報システム、

錦城護謨
Ⅰ

STEAM教育演習 2 演習 2 Ⅱ
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②全国的な教員養成ネットワークの
構築と成果の展開
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先端教職課程カリキュラム開発センター（C-TEX）
2022.4.〜 （事務組織︓学務課、⼤学改⾰・広報室）
先端教職課程カリキュラム開発センター（C-TEX）
2022.4.〜 （事務組織︓学務課、⼤学改⾰・広報室）

教員養成・研修⾼度化センター（CReATE）
2018.4.〜 （事務組織︓教員養成・研修企画室）
教員養成・研修⾼度化センター（CReATE）
2018.4.〜 （事務組織︓教員養成・研修企画室）

兵庫教育⼤学教員養成フラッグシップ⼤学
コンソーシアム

2022.4.〜（事務局はC-TEX）

兵庫教育⼤学教員養成フラッグシップ⼤学
コンソーシアム

2022.4.〜（事務局はC-TEX）

先端教職科目
研究開発ラボ 2022.4〜
先端教職科目
研究開発ラボ 2022.4〜

教職課程改善システム
研究開発ラボ 2022.4〜
教職課程改善システム
研究開発ラボ 2022.4〜

教員養成・研修
デザインコア 2022.4〜
教員養成・研修
デザインコア 2022.4〜

Center for Research in 
Advanced Teacher Education

2022年3⽉
⺠間企業13社、国公私⽴⼤学8⼤学、研

究機関、教育委員会・学校、教育⾏政関係
機関、NPOなど15機関で構成される「兵庫
教育⼤学教員養成フラッグシップ⼤学コン
ソーシアム」キックオフミーティング開催。
2022年5⽉〜

⺠間企業と科⽬開発ミーティングを順次
開始。CReATE Seminarへの参画。
2022年9⽉

新・教員養成スタンダードに関するパブ
リックコメントを学内および連携⼤学、教
育委員会に対して実施。
2023年3⽉

令和4年度進捗報告、研修会を開催予定。
このほか、⼤学等とは覚書を交換済み。連携

協定は順次締結し、年度内に完了。
コンソーシアムには、⼤学のFD担当者と連携

企業の⼈材育成担当者等でコンソーシアムPD
ディビジョンを設置予定。
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⺠間企業と連携協定を順次締結 兵庫教育⼤学職務発明規程及び
さくらツール＊を⽤いた

⺠間企業との協創知的財産管理
による教育研究基盤の安定化

＊︓平成29（2017）年に⽂部科学省が策定した
共同研究契約書のモデル

●知的財産の取扱い⽅針が⼗分に
明確化されないまま共同研究等
が進⾏しないように。

●共同研究の成果が事業化に繋が
るように。

知財コーディネーターを配置

「さくらツール＊」を活⽤

技術分野や開発段階の違い、参画
企業の競合状況等、プロジェクト
の具体的実態を踏まえつつ、プロ
ジェクトごとに研究成果が事業化
ないしライセンスを通じた活⽤に
結び付くように、総合的な視点で
契約交渉。
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③取組の検証を踏まえた
教職課程に関する制度の改善への貢献
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５年⼀貫による学部・教職⼤学院の⼀体的な教員養成カリキュラ
ムの開発、現職教員研修との連携の在り⽅の⾒直し
中央教育審議会の「令和の⽇本型学校教育」を担う教師の在り⽅特別部会に

おける「教師の養成・採⽤・研修の改善を求める答申」（12⽉）をうけた、
専⾨職⼤学院設置基準の改正動向を⾒据えて、当初の構想を⾒直す予定。

教育⼤学（学部）における専⾨職養成機能の⼀層の強化、及び教
員免許制度改⾰を視野に⼊れた教職科⽬体系の研究
特例措置22単位（⼩学校）以外に、教員養成⼤学（学部）については教職ア

ドバンスト科⽬15単位程度を開設し、「⾃律した学修者」としての教師の学
びに関するマネジメント⼒育成に資する科⽬開発を進めている。さらに、教
員免許制度改⾰を視野に⼊れた教職科⽬体系の研究を⾏っている。
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④指定時に推進委員会から付された
意⾒・改善事項に係る対応状況
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取組の評価に当たっては、直接⽀援・介⼊可能な成果（アウトプット・直接アウトカム）か
ら、参加者（学⽣・院⽣・現職・⼤学教員）の変⾰がどう起きるか（中間・最終アウトカム）の
⽀援と評価が重要であり、参加者のリフレクションが促されるための⼯夫が求められる。
評価についても「観」の転換を⽬標とする場合、「やっていないつもりができている」
といった受講⽣をすくい上げる取組も期待したい。

 「新・兵庫教育⼤学教員養成スタンダード（案）」では、「教師として学び続ける⼒」の育成という
軸を変更せず、CPD（Continuing Professional Development）の概念に基づき、スタンダードを⼤
学が提供すべき教育課程の規準と位置づけた。また、これまでスタンダードと呼んでいた個々の資質
能⼒に該当する項⽬を「教職基盤」と名付け、学⽣・教職員の双⽅の捉え直しを図った。このスタン
ダードの改定が、⾃⼰評価システムの在り⽅に⼤きく影響すると考えている。また、アウトプットや
アウトカムを明確にして、評価したいと考えている。アウトプットやアウトカムの妥当性については、
海外の先進事例を収集し、検討している。

 「新・スタンダード（案）」に基づき、⾃⼰評価システムの在り⽅を検討する。現⾏スタンダード下
でも、クラス単位で年２回のリフレクションミーティングが⾏われている。この取組を継続しつつ、
特に、学⽣が⾃⼰評価したものを、⼤学教員や他の学⽣が共にリフレクションする⽅法、及びその共
有⽅法の検討によって、変⾰への⽀援と評価を可能にしたい。リフレクション及びその共有によって
「やっていないつもりができている」といった受講⽣をすくい上げる取組も可能になるのではないか
と考えている。


